
図　面　目　次

番号 図　面　名　称 縮　尺 番号 図　面　名　称 縮　尺 番号 図　面　名　称 縮　尺 番号 図　面　名　称 縮　尺 番号 図　面　名　称 縮　尺

【地下タンク】（建築工事） 【地下タンク】（構造図）

D-1 建築工事特記仕様書（1） － S-1 構造細目共通図（建築構造物）（1） －

D-2 建築工事特記仕様書（2） － S-2 構造細目共通図（建築構造物）（2） －

D-3 地下タンク平面図・断面図 1:20 S-3 構造細目共通図（建築構造物）（3） －

S-4 構造細目共通図（建築構造物）（4） －

S-5 構造細目共通図（建築構造物）（5） －

S-6 構造細目共通図（建築構造物）（6） －

S-7 地下タンク　構造図 1:50

S-8 仮設土留め工参考図 1:50

5魚建第1号　　四日町排水ポンプ場機械設備工事



 ・セメントミルク工法　　支持地盤への掘削深さ　　・1.5ｍ程度 ・　　

新潟県魚沼市産業経済部建設課

四日町排水ポンプ場機械設備工事設計図

仕　様　書

Ⅰ　共通仕様
　　1.本共通仕様及び特記仕様に記載されてない事項は、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共

　　2.標仕に用いられている用語を次のとおり読み替える。

　　　(1)「契約書」を魚沼市財務規則別記(建設工事請負基準約款)（以下「約款」という。）に読み

　　　　  替える。

　　　(2)「監督職員」を「監督員」に読み替える。

　　　(3)「特記仕様書」を「特記仕様」に読み替える。

　　3.次の各号に該当する標仕の項目について、標仕の規定を別表に置き換えて適用する。

　　4.次に掲げる標仕の規定は、適用しない。

　　　〃    1.6.2　技術検査　

　　別　表（建築工事）

令和　5年　　（全　2枚）

　　　建築工事標準仕様書（建築工事編）　　　　　　」（以下「標仕」という。）による。

　　　(1)　1章　1.1.2用語の定義の(ア)、(セ)及び(ナ)

　　　(2) 　〃　1.4.2材料の品質の(１)及び(２)

　　　(3)　 〃　1.4.4材料の検査等の(１)

　　　(4)　 〃　1.6.1工事検査の(２)及び(３)

　　　1章   1.1.2　用語の定義の(ニ)　

４ 

地 

業 

工 

事

　　　なお、(参考　・　)は標仕の「各部配筋　参考図」を表す。

　　3.特記事項に記載の(　．．　)内の表示番号は、標仕の当該項目、当該図または当該表を示す。

　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　2.特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　　1.項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。　　

Ⅱ　特記仕様

　　　項　　目 　　　　　特　　記　　事　　項章

２ 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭地業 ・監督員の承諾する製作工場　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　(7.1.3)７ 

鉄 

骨 

工 

事

２ 施工管理技術者 ※適用する　　・適用しない　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.1.3)(7.1.4)

鋼材の材質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　   (7.2.1)(表7.2.1)３ 鋼材

 1.1.2　用語の定義(1)

いう。

(ア)「監督員」とは、約款第10条に基づき受注者に通知された者を

(セ)「書面」とは発行年月日が記載され、署名又は押印された文書、

いう。

及び新潟県CALSシステム上で電子決裁処理された電磁的記録を

　 く。)を含む。

　 況、出来形、品質及び出来ばえの検査(ただし、②に係る検査を除

　 発注者又は検査職員が行う検査をいい、 工事の施工体制、施工状

号        項   目

１章　一般共通事項

(2) 1.4.2　材料の品質等

   建築材料等評価名簿（契約時の最新版）」の名簿に記載されている

   品目については、当該名簿に記載されている材料又は製造所の製品

   とするほか、設計図書に定める品質及び性能を有するものとし、新

   品とする。ただし、設計図書に定めのある場合は、この限りでない。

   　なお、「新品」とは、品質及び性能が製造所から出荷された状態

1.4.4　材料の検査等(3)

1.6.1　工事検査(4)

　 証明となる資料を、監督員に提出する。

(３) (１)の通知又は(２)の請求に基づく検査並びに約款第48条及び

　　第50条に規定する検査は、発注者から通知された検査日に受ける。

   であるものを指し、製造者による使用期限等の定めがある場合を除

   き、製造後一定期間内であることを条件とするものではない。

   　ただし、設計図書に定めるＪＩＳ又はＪＡＳの材料で、ＪＩＳ

   る材料を使用する場合は、 あらかじめ監督員の承諾を受けたとみ

   又は ＪＡＳのマーク表示のあるものを使用する場合又はあらかじ

　 め監督員の承諾を受けた場合(次の(ｱ)から(ｳ)のいずれかに該当す

   なすことができる。)は、この限りでない。

(２) 使用する材料が、設計図書に定める品質及び性能を有することの

(１) 工事現場に搬入した材料は、種別ごとに監督員の検査を受ける。

　　①工事の完成(約款第32条)

　　③部分引渡しの指定部分に係る工事の完成(約款第39条)

　　④契約の解除時における出来形部分(約款第48条)

　　⑤必要があると認めたときの臨時検査(約款第50条)

　　②部分払の請求に係る出来形部分又は部分払指定工事材料等

　　　(約款第38条)

　 (ｱ) 建築基準法その他の認定品で、マーク等の確認ができる材料

　 (ｲ) 建築材料・設備機材等品質性能評価事業　建築材料等評価名簿

　　   に記載されている材料又は製造所の製品（特記で標仕の規定に

　　   基づく品質及び性能以外を規定した場合を除く｡)

　 (ｳ) 特記により指定された材料又は製造者の製品

　 (ｲ) 建築基準法その他の認定品と指定された材料で、工事完成検査

　　の承諾を受けた場合は、この限りでない。

　　ただし、次の(ｱ)若しくは(ｲ)に該当する場合又はあらかじめ監督員

　　   クを確認できる場合

　 (ｱ) 工事完成検査時又は工事写真で、ＪＩＳ若しくはＪＡＳのマー

　　   る場合

　　   時又は、工事写真で品質、性能を証明するマーク等を確認でき

(２) 約款に基づく部分払を請求する場合は、当該請求に係る出来部分

　 等の算出方法について監督員の指示を受けるものとする。

(ナ) ｢工事検査」とは、約款に基づく次の各事項の確認をするために

(１) 工事に使用する材料は「建築材料・設備機材等品質性能評価事業

　　　　      置 き 換 え 後 の 標 仕 の 規 定

　　4.製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

　・多雪地域の指定　　積雪区分　建告示第１４５５号　別表（30）

　・地表面粗度区分　　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ

　・地区の区分に応じた風速（Ｖo（m／sec））　・ ３０　・ ３２

建築基準法に基づき指定する条件                                      (1.2.2)

※無し　　・有(工期　令和　　年　　月　　日)                        (1.2.1)

※請負工事費500万円以上の場合は登録する。                        　 (1.1.4)

３ 品質計画等

２ 概成工期

２ ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ ※Ⅰ類　　　　・Ⅱ類　　　  　　　　　　　　              (6.2.1)(表6.2.1)
　 の類別

るものとする。ただし、無筋ｺﾝｸﾘｰﾄに用いる場合を除く。

・高炉セメントＢ種（                             ）

３ セメントの種類

水和熱

・Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    

４ 骨材の品質 アルカリシリカ反応性による区分　　　　　　　　　　　　　　　(6.3.1)(6.5.4)

５ 混和材料の種別

６ 無筋コンクリート

・側溝類コンクリート　　　・裏込めコンクリート　　　・　

・配管埋設用コンクリート　・防水層保護コンクリート　・捨コンクリート

７ 型枠材料

ひび割れ誘発目地　　※図示　・監督員の指示による

含む。）の打増し厚さ　　※20mm　・図示      　　　　　　　　　　　 (6.8.2)

外部に面するコンクリート打放し仕上げ（仕上塗材、塗装等の仕上げを行う場合を

コンクリートの増打ち厚さ     ※２０mm     ・　

よる品質計画で定める。また、粗面の状態は、監督員の承諾を受ける。

適用範囲は１１章タイル工事 ３コンクリート素地面の処理による。

の場合は、モルタルの接着に適した粗面に仕上げる工法を 1.2.2｢施工計画」に

外装ﾀｲﾙ後張り面の躯体表面の処理                    (6.8.3)(11.3.7)(15.3.4)

 ＭＣＲ工法又は（15.3.4）(C)による目荒らし工法とする。なお、目荒らし工法

 厚さは合板の厚さとする。                                         (表6.2.4)

・適用する　※適用しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.11.1)10 寒中コンクリート

　 打放し仕上げ
９ コンクリート

８ ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体表面
　 の処理

※混和剤 　・混和材　　   　　　　　　　　　　　　　　　           (6.3.1)

 種　別 　コーン穴の仕上げ面

・面うち　・ 面と同一

・面うち　・ 面と同一

・12ｍｍ

　厚さ

※12ｍｍ　・ 15ｍｍ

※12ｍｍ　・ 15ｍｍ

　　施 工 箇 所

※Ｂ(※コンクリート中のアルカリ総量Ｒｔ=3.0kg/m 以下)3

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

※下記のコンクリートは無筋コンクリートとして扱う。　　　　　　　 （6.14.1）

・１８

 　施　工　箇　所

・

・15

・

・

・　

・

・地下タンク

　　　　　スランプ2

※構造体ｺﾝｸﾘｰﾄ：発注強度=設計基準強度(Ｆｃ)+構造体強度補正値(Ｓ)

　　設計基準強度 Fc(N/㎜ )

　 設計基準強度

１ 普通ｺﾝｸﾘｰﾄの 　６ 

コ 

ン 

ク 

リ 

ー 

ト 

工 

事

普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに適合す  

  種類の記号　　　　　　　使 用 箇 所　　　　　　　　　　　　規格等

※JIS規格による

※JIS規格による

４ 高力ボルト ※ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ ・ＪＩＳ形高力ﾎﾞﾙﾄ ・溶融亜鉛めっき高力ﾎﾞﾙﾄ    　 (7.2.2)

・その他建築基準法に基づき認定を受けたもの（　　　　　　）

５ 工作図

 ※建築工事監理指針による　　　・図示

高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離､ボルト間隔､ゲージ等     　　　　(7.3.2)

６ 開先形状 ※鉄骨工事技術指針による　　　・図示　　　　　　　　　　　　　　　 (7.6.4)

７ スカラップ ※図示による　　　・監督員の指示による　　　　　　　 　　　　　　　(7.6.7)

８ 溶接部の試験 ＡＯＱＬ　　※４．０％　　・２．５％  　      　　　　　　　      (7.6.12)

 　  試験の種別　　　　　　  　試験箇所 　　　　 　　　　 試験方法　　

・放射線試験(RT)

・超音波探傷試験(UT)

・マクロ試験

※標仕7.6.12(ｲ)による

９ デッキプレート
 　の溶接 ・隅肉溶接　　　・　

・焼抜き栓溶接　・アークスポット溶接　　　　　　　　　　　　　　　 (7.7.8)

10　耐火被覆

・

・湿式吹付けﾛｯｸｳｰﾙ

・半乾式吹付けﾛｯｸｳｰﾙ

・耐火材

　吹付け

・乾式吹付けﾛｯｸｳｰﾙ

　　　　　　　種　別　　　　　　　　　　　所要性能及び適用構造区分

・ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り　　

・耐火材巻付け

・耐火板張り

                                                            (7.9.2～7.9.6)

11 アンカーボルトの ※構造用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ(形状、寸法は図示による。)　     　　　　　       (7.10.3)

・建方用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ(・Ａ種　　※Ｂ種)　　　　　                    (表7.10.1)　 保持及び埋込み工法

12 柱底均しモルタル

13 錆止め塗料塗り ※Ａ種　　・Ｂ種　　　　　 　　                             　　(表18.3.1)

※Ａ種　　・Ｂ種　　                                            (表7.10.2)

検査水準　　※第６水準 　 ・図示　                   　  (7.6.12)(表7.6.2)

１ 補強ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 ﾌﾞﾛｯｸの種類等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(8.2.2)(8.2.3)(8.2.5)

・

断面形状及び圧縮強さ

による区分

正味厚さ
(mm)

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm)

長さ 高さ

化粧の有無

・無　・有

適用箇所

モルタルの調合（容積比）　　・セメント（　　　）：砂（　　　）

各部の配筋　　　※図示　　　・監督員の指示による

及び塀
２ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ帳壁

８ 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
及
び
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

耐火性能・有り(・1時間 ・2時間)

※平パネル

・C種　・D種　・E種

・A種　・B種

　　　　取付け工法種別等

※標仕8.4.5による・980

・2350 ・3530 ・100 ・150

・100

・

・80 ・100

・

・120

・100

　厚さ(mm)

・1180 ・1960

単位荷重(N/㎡)　　 種 類

・外壁パネル

※平パネル

・意匠パネル

・間仕切パネル

・屋根パネル

・床パネル

                                          (8.4.2～8.4.5)(表8.4.2)(表8.4.3)３ ＡＬＣパネル

断面形状及び圧縮強さ

による区分

正味厚さ
(mm)

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm)

長さ 高さ

化粧の有無

・無　・有

適用箇所

ﾌﾞﾛｯｸの種類等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(8.3.2)(8.3.3)(8.3.4)

・無　・有

・空洞ﾌﾞﾛｯｸC（16）

・型枠状ﾌﾞﾛｯｸ20

・無　・有・

各部の配筋　　　※図示　　　・監督員の指示による

壁鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状　　※図示　・　

塀の厚さ　　・　　

１ 工事実績情報ｻｰﾋﾞ
 　ｽ(CORINS)への登録

１ 

各 

章 

共 

通 

事 

項

※２４

・２１

※要(                  )　　　 　 　　　  　　         　　 　　　　(1.3.3)４ 電気保安技術者

手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

｢手すり先行工法に関するｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」に基づく足場の設置に当たっては、同ｶﾞｲ

ﾄﾞﾗｲﾝの別紙１｢手すり先行工法による足場の組立等に関する基準｣における2の(2)

２ 工事用水

３ 工事用電力

４ 仮設建物等

５ 足場 

構内既存の施設　　※利用できない　　　・利用できる（※有償　　・無償）

構内既存の施設　　※利用できない　　　・利用できる（※有償　　・無償）

現場事務所､倉庫､下小屋等の仮設建物の位置はあらかじめ監督員の承諾を受ける。

外部足場は枠組足場とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (2.2.4)

１ 監督員事務所等 ・監督員事務所　・10　・20　・35　・65　・　　㎡程度を設ける。      (2.3.1)

・仮設事務所の中に監督員用空間を　10㎡程度確保する。

・監督員が使用できる備品として、下記のものを工事期間中現場に用意し、貸与

　する。

　・保護帽　２ケ　　・雨具　２着　　・長靴　２足　　・安全帯　２組

２ 

仮 

設 

工 

事

１ 試験

2

2
・杭の載荷試験　・鉛直載荷試験　・水平載荷試験               

・地盤の載荷試験　 ※平板載荷試験　   ・　

　試験位置　※図示　　載荷荷重　　　N/mm

　試験位置　※図示　　載荷荷重　　　N/mm

　位置、本数及び寸法　　※図示　・監督員の指示による

・試験杭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.2.1～4.2.4)４ 

地 

業 

工 

事

・構外搬出適切処理(指定場所：　　　　　)

・処分地未特定のため、場内仮置きとし契約後変更とする

　 処理

３ 

土
工
事

１ 埋戻し及び盛土 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・建設汚泥から再生した処理土　(3.2.3)(表3.2.1)

・構内指示の場所（・敷き均し　　　・堆積）　　　　 　　　　　　　　(3.2.5)２ 建設発生土の

２ 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭地業

 ・遠心力高強度プレストレストコンクリートくい（ＰＨＣ杭）

 ・外殻鋼管付きコンクリートくい（ＳＣ杭）

 ・プレストレスト鉄筋コンクリートくい（ＰＲＣ杭）

施工法                                           　　 　　 （4.3.4～4.3.5)

 ・特定埋込み杭工法(建築基準法に基づく埋込杭工法とし、杭材料は指定又は

　                  認定条件に適合するもの)

支持地盤への根入れ深さ　・１ｍ以上　・　　

本　杭

試験杭 上杭

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

継手数 ｾｯﾄ数
ｺﾝｸﾘｰﾄ強 鋼管厚

（mm）
杭径
(mm)

杭長
(mm) 持力(kN/本)

長期設計支
備考種類

度(N/mm )2

種類　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　(4.3.1)(4.3.3)

先端部形状     ※開放形         ・閉そく平たん形             　　　(4.3.3)

水平方向の位置ずれ精度　・100mm以下　・　　mm以下

 杭の継手　　　※アーク溶接（　　　　）　・無溶接継手（　　　　）　(4.3.6)

 杭頭の処理    ※切断しない     ・                                 (4.3.8)

３ 場所打ち

　（      ）種かつ（     ）Ｎ/㎜^u2  以上   

コンクリートの種別及び設計基準強度 　　　　　　　　　  　 (4.5.4)(表4.5.1)

セメントの種類　※高炉セメントＢ種    ・                           (4.5.4)

　 コンクリート杭地業

帯筋　　※参考2.2④丸形(ロ)　・図示　　　　　　　　　　　　　　　　(4.5.4)

鉄筋の最小かぶり厚さ　・　　mm　・図示

４ 砂利地業

５ 床下防湿層 施工箇所　※建物内の土間ｽﾗﾌﾞ及び土間ｺﾝｸﾘｰﾄ下（ﾋﾟｯﾄ下を除く)        (4.6.5)

　　　　　・図示による

・拡底杭工法 （※安定液使用  ・               ） 

・オールケーシング工法(孔内の水張　※行う　・行わない)　

・リバース工法

孔壁測定    ・行う  ・ 行わない                             (4.5.5～4.5.6)

・場所打ち鋼管コンクリート杭工法        　             (4.5.6)

掘削工法　　・アースドリル工法(※安定液使用　・無水掘削)　　　   　(4.5.5)

組み立てた鉄筋の節ごとの継ぎ手　※重ね継手　・重ね継手の長さ　図示による

鉄筋かごの補強　・図示　

１ 鉄筋の種別 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.2.1)(表5.2.1)

・　　

・ＳＤ２９５

・ＳＤ３４５

 種類の記号　　　　　　　　呼　び　径　（mm）　　　　　　　　備　　考

異形鉄筋

異形鉄筋

呼び名19mm以上の柱、梁の主筋　※ガス圧接　　・重ね継手　 　　　　　(5.3.4)２ 鉄筋の継手及び
　 定着

３ 鉄筋の最少かぶり
　 厚さ

最小かぶり厚さは目地底から算定する 　　　　　　　　　　　　　　  　(5.3.5)

・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による

 柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打放し面

　　　　　　　　施 工 箇 所　　 　　　　　　　表5.3.6の値に加える寸法(mm)

※１０　　・ 

※Ｈ形(□は除く)　・　　　　 　　        　　　　　　　　　　 　 (参考2.2)

５ 最上階柱頭補強

耐震壁　　※図示

※行う    　・ 行わない　  　　　　　　　　　　                  (参考2.1)

一般壁　　※Ａ形　　・Ｂ形　　・図示　　　　　　　　　　　　　　 (参考4.4)

７ 梁貫通孔の補強

・既製品(建築基準法による指定又は認定を受けたもの)

※Ｈ形　　・ ＭＨ形　　・ Ｍ形       　　   　　　　　　　　　　 (参考7.1)

※超音波探傷試験     ・引張試験    　　　　                        (5.4.9)８ 圧接完了後の抜取

６ 壁開口部の補強

　 形式

試験

４ 帯筋

継手位置 ※各部配筋参考図による ・図示 　定着長さ（　　　　　　　　　　　）

５ 

鉄 

筋 

工 

事

※再生クラッシャラン　　・ 切込み砂利及び切込み砕石                (4.6.2) 

28ｄ

7ｄ 352 J/g以下

402 J/g以下

１ 鉄骨製作工場

・建築基準法第77条の56に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を

　受けた㈱日本鉄骨評価センター又は（株）全国鉄骨評価機構の「鉄骨政策工場

　の性能評価基準」に定める「　　グレード」として国土交通大臣から認定を

　受けた工場又は同等以上の能力のある工場

                                          (8.5.2～8.5.4)(表8.5.1)(表8.5.2)

・間仕切壁

　施工箇所

※有り(   )

・無し

※無し

・有り(   )・C種

・B種

・B種

・A種

  工法    耐火性能  厚さ(mm)

　ﾊﾟﾈﾙ

・ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ

・ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ

※ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ

・ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ

・ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ

※ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ

   表面形状

・外壁ﾊﾟﾈﾙ

   幅(mm)　 (ＥＣＰ)

４ 押出成形ｾﾒﾝﾄ板

※普通ポルトランドセメント又は高炉セメントのＡ種   (6.3.1)(6.3.2)(表6.3.1)

金属工事　　　　　　・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）

　　　                                                         (1.5.2)
　 適用工事種別　　　　　　　　　　　技 能 検 定 の 職 種

鉄筋工事　　　　　　・鉄筋施工(鉄筋組立て作業)

コンクリート工事　　・型枠施工

鉄骨工事　　　　　　・とび

ﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ工事　 ・ブロック建築　　・ＡＬＣパネル施工

防水工事　　　　　　・アスファルト防水工事作業　・塗膜防水工事作業

　　　　　　　　　　・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業　・シーリング防水工事作業

石工事　　　　　　　・石材施工（石張り施工）

タイル工事　　　　　・タイル張り

木工事　　　　　　　・建築大工

屋根及びとい工事　　・建築板金（内外装板金作業）　・スレート施工

左官工事　　　　　　・左官

建具工事　　　　　　・サッシ施工　　　・　ガラス施工

塗装工事　　　　　　・塗装（建築塗装作業）

内装工事　　　　　　・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　 

　　　　　　　　　　・ボード仕上げ工事作業　　・表装（壁装作業）　　 

植栽工事　　　　　　・造園

カーテンウォｰル工事 ・カーテンウォｰル施工(ＰＣ)　・サッシ施工　・ガラス施工

７ 技能士

※実施する(　　　　　　　　　　　　)                　　　　　　　  (1.5.5)８ 見本施工

　・仕上表　　・建物の保全に関する説明書(取扱説明書を含む｡)　　

※下記のものを作成し提出する。なお、作成方法・部数等は監督員の指示による。

　・案内図及び配置図　・平面図　・立面図　・断面図  　　     (1.7.1～1.7.3)

   濃度測定
９ 化学物質の

10 完成図等

　・その他監督員が指示した図面

※完成図　(・A1　３部　・A3　３部　・ＣＡＤデータ）

11 施工図等の取扱

する。

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に委譲するものと

工事完了後整理のうえ監督員に提出する。　※提出部数　　２部12 工事完成写真

13 特別完成写真

大きさ　※キャビネ　・半紙　・電子データ（２００dpi/inch）

写真専門業者の撮影した外観カラー写真　２部提出する。（ネガ共）

14 工事施工状況写真

　きる。

　ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は、撮影計画書の作成を省略で

　できるように行うものとし、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　営繕工事

※工事施工状況写真の撮影は、工事に係る材料、施工及び品質管理の状況が確認

　写真撮影要領(令和  年版)による工事写真撮影ガイドブック（平成30年度版）」

　を参考に、撮影計画書を作成して、監督員に提出する。

※提出部数　２部

15 設備工事との ２４追加特記　６「工事区分表」による。
 　取合い

標仕に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定工法による。６ 特別な材料の工法

２４追加特記　７｢発生材の処理等｣による。　　　　　　　　　　　 (1.3.8)５ 発生材の処理等

２４追加特記　８「化学物質の濃度測定」による。          　          (1.5.9) 

・地下タンク

　Ｄ１９以上

　Ｄ１０以上Ｄ１６以下

処理区分名

工事名

施工年度

施工箇所

図面名称

縮尺

排水区分

工事
番号

四日町第1排水区

魚沼市　四日町　地内

建築工事特記仕様書（1）

NONE 図面番号 D-1

令和5年度 5魚建第1号

四日町排水ポンプ場機械設備工事

魚沼市産業経済部建設課

令和4年版

5



６ トイレブース

　　　　　　　 ・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂系化粧板（標準色　ｱﾙﾐ製ｺｰﾅｰｴｯｼﾞ付き）

表面仕上げ材　 ・ﾒﾗﾐﾝ樹脂系化粧板（標準色　ｱﾙﾐ製ｺｰﾅｰｴｯｼﾞ付き）　  (20.2.5)

脚部(ｽﾃﾝﾚｽ製)　※幅木ﾀｲﾌﾟ　　・支柱ﾀｲﾌﾟ

ﾄﾞｱｴｯｼﾞ　　 　 ※曲面形　　　・ﾌﾗｯﾄ形　　・製造所の仕様

遮音性能による区分

・一般ﾀｲﾌﾟ

・遮音ﾀｲﾌ(゚注1)

　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.4)５ 移動間仕切

厚さ(mm)  表面材

※鋼板

※鋼板 ・焼付け塗装

・焼付け塗装

  表面仕上げ

・部分電動式

・手動式　・電動式

・部分電動式

　　　操作方法

・手動式　・電動式・

・

注：表面仕上げの壁紙張りの品質は１９章内装工事 １５壁紙張りによる。

遮音性能　　※36dB/500Hz以上　　・36dB/500Hz未満
パネル圧接装置操作方法　　※製造所標準仕様　　・ 

７ 階段滑止め

　　　　　　両端ﾌﾗｯﾄｴﾝﾄﾞ　※有り（ｽﾃﾝﾚｽ製　※ﾋﾞﾆﾙ製)　・ 無し

材　種　　※ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ　・黄銅　　　　　　　　　　 　(20.2.6)

形　状　　※ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ入り　　・ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔなし

８ 階段手すり

幅(mm)　　・30　・35　・40　・　　

取付け方法　※接着工法　　・ 埋込み工法

　径　・38mm　・45㎜　・60㎜　

※集成材ｸﾘｱﾗｯｶｰ仕上げ(市販品)

　　　　　　　施 工 箇 所　　　　　　種　　別

・ステンレス製手すり(幅 約40㎜)

９ 黒板及び 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　(20.2.8)

・黒板

・ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

※焼付け

・

・ ・

※鋼製

・ほうろう

※平面　・曲面　・ｽｸﾘｰﾝ付引分

※平面　・曲面　・ｽｸﾘｰﾝ付引分

　　　　　　備　　考種　類 区　分 種　類　 ホワイトボード

※横形

・縦形

※2本操作ｺｰﾄﾞ

・1本操作ｺｰﾄﾞ

・操作棒式

※ｷﾞｱ式

・ｺｰﾄﾞ式

※25

・100

・80

・35

・100

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製

・樹脂製

・木製

・焼付け塗装仕上げのｱﾙﾐｽﾗｯﾄ

・特殊防炎加工のｸﾛｽｽﾗｯﾄ

形　式 種　　類 ｽﾗｯﾄの材質 ｽﾗｯﾄの幅(mm)

10 ブラインド 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(20.2.12)

11 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ

・図示

色彩　　・Ｂ－１　・Ｂ－２（・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

※90×150　　・120×150　　・　

※120×80　　・150×80　　 ・　

※150×80　　・180×80　　 ・　

※180×150　 ・　

　　　　　溝幅×深さ（㎜）

※市販品（ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　押出し型材）

・ｶｰﾃﾝ＋横形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

・ｶｰﾃﾝ（又はﾚｰｽ共）

・縦形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

・横形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

　　使 用 区 分   及びｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　(20.2.13)

・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式

・ｺｰﾄﾞ式（ﾁｪｰﾝ式）

・電動式

・

・

・

操 作 方 法 幅及び高さ 材　種

・ｶﾞﾗｽ繊維製

・合成・天然繊維製

・木製

品　質　等

巻取りﾊﾟｲﾌﾟ、ｳｪｲﾄﾊﾞｰ、操作ｺｰﾄﾞ、操作ﾁｪｰﾝの材料

　　※製造所の仕様　　・　

12 ロールスクリーン

・ｽﾃﾝﾚｽ製

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ※ｱﾙﾏｲﾄ

・　

※角形

・　

13 カーテン及び

　 カーテンレール

カーテンレール                                                   (20.2.14)

カーテン　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　  　(20.2.14)

取付箇所

・引分け

・片引き

・電動

・手引き

・ひも引き

・ﾌﾟﾚｰﾝひだ、片ひだ

・箱ひだ、つまひだ

・ﾌﾗﾝｽひだ

・ﾀﾞﾌﾞﾙ

・ｼﾝｸﾞﾙ

　形　式 ひだの種類
開閉操作 きれ地の種別、

品質、特殊加工品方　　式

・

・

・

・

暗幕用ｶｰﾃﾝの両端、上部及び召合せの重なり　※300mm以上　・　

強さによる区分 材　料 仕 上 げ 形　状

※10-90

・　

２ 排水桝及びふた

　　　　　　　　　　種　　類

・水封形

・簡易気密形(ﾊﾟｯｷﾝ式)

　材　質

・鋼製

・ｽﾃﾝﾚｽ製

　・図示

　※無し

 ﾎﾞﾙﾄ固定

・

※受枠付き

　形　式 　　種　類

・溝ふた用

・桝ふた用

・かさ上げ用

・Ｕ字溝用

・歩行用

 適用荷重  ﾒﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ  上面形状

※凹凸形

※平形

・凹凸形

鋳鉄製ﾏﾝﾎｰﾙふた                                                   (21.2.1)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞふた                                      　              (21.2.1)

・密閉形(ﾃｰﾊﾟｰ・ﾊﾟｯｷﾝ式)

・中ふた付密閉形(ﾃｰﾊﾟｰ・ﾊﾟｯｷﾝ式)

・密閉型（ﾎﾞﾙﾄ・ﾊﾟｯｷﾝ式）

適用荷重

・T-2

・T-6

・T-20 ・ 

・ 

・ 

・T- 2

・T- 6

・T-14

・T-20

※細目

・普通目

・細目

３ 埋戻し土 ※Ｂ種　　・建設汚泥から再生した処理土                            (21.2.1)

・ 

　 及び側溝
４ 暗きょ、縁石 コンクリート縁石及び側溝                                          (21.3.1)

・縁石

・Ｌ型側溝

・Ｕ型側溝

・Ｕ型側溝ふた

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

名　称 形　状 寸　法

砂利地業の厚さ    ※100mm    ・   mm                              (21.3.2)

２ 凍上抑制層の材料

※添加材料による安定処理　　　　　　　　 　     (22.2.2)(22.2.3)(表22.2.1)

砂の粒度試験　・行う　　・行わない

22 １ 盛土に用いる材料 ・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　　　　　　　  　 　　　　(22.2.3)(表3.2.1)
　
舗
　
装
　
工
　
事

５ 路盤材料 路盤の厚さ　・　 mm　　                                           (22.3.2)

・ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(C－40)　　　　・ｸﾗｯｼｬﾗﾝ鉄鋼ｽﾗｸﾞ(CS－40)

・粒度調整砕石

※再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(RC－40)　 ・ｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(ARC－40)　　(22.3.3)(表22.3.1)

路盤材料

６ 工事区分表

仕　上　げ　関　係

軽鉄天井･壁下地

3.設備機器の基礎

　貫通口

2.S･SRC造･はり

1.RC造(梁･壁･床)

　の貫通孔･開口部

躯　体　関　係

　　　　　　　　　　　　項　　　目    備　　考

開口部の墨出し

補強を要しないﾎﾞｰﾄﾞの切り込み

補強を用するﾎﾞｰﾄﾞの切り込み及び下地の補強

屋内受水ﾀﾝｸ用の基礎

機器取付け用ｱﾝｶｰ・架台

屋上基礎で押さえｺﾝにｱﾝｶｰしない軽微なもの

屋外・屋上の基礎

建築設計図に記入のあるもの

室内の基礎（建築設計図に記入のないもの）

予備ｽﾘｰﾌﾞの穴埋め

使用されたｽﾘｰﾌﾞの穴埋め

S・SRC造貫通鋼管鋼管ｽﾘｰﾌﾞ・補強

ｽﾘｰﾌﾞ・型枠の穴埋め

貫通孔・開口部の補強

貫通孔・開口部の墨出し

補強を要しない型枠材及び取付け

貫通ｽﾘｰﾌﾞ材及び取付け

補強を要する型枠材及び取付け

昇衛空電建

　必要とする施工者に適用する。

注)原則○印を適用する。ただし、複数記載してある項目についての区分はその項目を

５ 工事成績評定

４ 総合図

３ 適用基準等

２ 工事監理方式

（様式等は、工事運行マニュアルによる。）

※受注者は、工事成績評定の対象となる工事施工において、自ら立案し実施した

※作成する

※工事運行マニュアル（新潟県土木部都市局営繕課作成）

共同監理　・ 有り  　・ 無し

※協力する１ 公共事業労務費
 　調査への協力

目について、工事完了までに所定の様式により提出することができる。

創意工夫や工事特性に関する項目、または地域社会への貢献として評価できる項

24　
追
　
加
　
特
　
記

６ 工事区分表

盛土等に使用する発生土は、下記の工事からの建設発生土を利用すること。

 発 注 機 関     工   事   名    発 生 場 所   施工会社名・連絡先   備     考

   再 生 資 材 名   規     格  使 用 箇 所   再資源化施設名・所在地   備     考

下記資材の使用に際し、再生資材を利用すること。

　２ 建設発生土の利用

７ 発生材の処理等

　１ 再生資材の利用

電気配管配線

電　気　関　係

その他（工事区分を特に間違えやすい項目）

天井材

床はつり補修

流し台、ガス台

便所手洗いｶｳﾝﾀｰ

洗面化粧台

ガス漏れ警報器

24H換気扇

連動スイッチ

湯沸器

連動スイッチ

機器付属操作スイッチの取付及び渡り配管配線

機器付属の制御盤への電源供給配管配線

機器付属の制御盤以降の配管配線（接地線共）

取外し再取付(各種配管配線作業用)

各種配管配線作業用

機器納入

取付

機器納入

取付

　　　　　　　　　　　　項　　　目    備　　考昇衛空電建

注)原則○印を適用する。ただし、複数記載してある項目についての区分はその項目を

必要とする施工者に適用する。

備            考

連     絡     先

施 設 所 在 地

処 理 施 設 名 称

工事の施工により発生する廃棄物は、下記の場所に搬出するものとして積算している。

備                考

仮 置 場 所 の 有 無

連　　　 絡　　 　先

工事場所／施設所在地

工事の施工により発生する建設発生土は、下記の場所に搬出すること。

　７ 協議について

　６ 自ら産業廃棄物を運搬・処分する以外は、委託契約書の写しを提出すること。

　　 同法第１８条に基づき再資源化等完了報告書を提出すること。

　５ 建設リサイクル法の対象建設工事において、特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したときは、

　４ 建設廃棄物の搬出

　３ 建設発生土の搬出

受入工事名／施設名称

搬出する廃棄物名

上表は積算上の条件であり、処理施設を指定するものではない。なお、受注者の提示する施設と異

るものでない事項についてはこの限りではない。

なる場合においても設計変更の対象としない。ただし、現場条件や数量の変更等、受注者の責によ

　　 速やかに監督員に報告し、協議すること。

　　 建設工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により、上記の指定や条件によりがたい場合は、

※行う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　(22.3.5)６ 路盤の締固め度
　 試験

 早強セメント　※使用しない　　・使用する 　 　 　　 　　　 　　 　(22.5.3)

７ アスファルト舗装

加熱アスファルト混合物等（表層）の種類　　　　　　　　　　       (22.4.4)

　・密粒度アスファルト混合物(13)　・細粒度アスファルト混合物(13)

　※密粒度アスファルト混合物(13F)

アスファルト混合物等の抽出試験　 ・行う　 ※行わない　　　       (22.4.6)

再生アスファルトの種類　　　・60～80　・80～100 　　　　　　　 　(22.4.2)

８ コンクリート舗装

 注入目地材料　※低弾性ﾀｲﾌﾟ　　・高弾性ﾀｲﾌﾟ              (22.5.3)(表22.5.2)

 ｺﾝｸﾘｰﾄの種類　 ※普通ｺﾝｸﾘｰﾄ　　・ 　 　 　　 　 　　 　(22.5.3)(表22.5.1)

・歩行者用通路

・車路及び駐車場

設計基準強度

※24

※18

※8

※8

砂利の場合　・25　・40

砕石の場合　・20　・25

・砂利の場合　25

・砕石の場合　20

・150

・200

・ 70

厚 さ

（mm）

粗骨材の最大寸法スランプ

（cm）（N/mm2)

部 位

（mm）

シールコート用乳剤の種別　　・PK-1　　・PK-2　　　　　　　　　　 (22.4.3)

・　 ・　

※うろこ張り※小舗石（かこう岩）

　　 種　　類 　厚さ(mm) 　施工方法 　　基　層

・舗石舗装 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (22.8.2)(22.8.3)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(22.6.2)(表22.6.1)

※加熱系

・常温系

９ カラー舗装

区　分 厚さ(mm)部位着色部の下部舗 装 の 種 類

・コンクリート舗装

・アスファルト舗装

・アスファルト混合物

・ニート工法

・塗布工法

・石油樹脂系混合物

・車道

・歩道

・ 

・ 

　・着色骨材（　　　　　）  ・自然石（　　　　　）

加熱系混合物に添加する材料  　　　       　　 　　                (22.6.3)

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の抽出試験  　※行わない  　・行う　　       　　 　　(22.6.6)

配合　　       　　 　　                                          (22.6.4)

　結合材に石油樹脂を使用する場合の顔料添加量　・　　　

　ニート工法及び塗布工法の配合等　・　

※ｺﾝｸﾘｰﾄ版（厚70mm）

・ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物（厚50mm）

路面表示用塗料　 　　　　　　　　　　　　　　　　

・１種(ﾍﾟｲﾝﾄ式)

・２種(ﾍﾟｲﾝﾄ式)

  規格番号

JIS K 5665

 適 用

※白

・黄

厚さ(㎜)

※1.0

幅(㎜)

※150

・　

　種　類 塗料状態

※３種１号(溶融式)

施工時の条件

液状

粉体状

常温

溶融

加熱

12 区画線

10 透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

厚さ試験　　・行わない　※ 行う　　 　　　　　　　　　　　　　　　(22.7.6)

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の抽出試験　　※行わない　・ 行う　　       　　　  　(22.7.6)

　　　 種　　類   曲げ強度 　　厚さ(mm)  表面加工及び色彩等

　は黄色とする

　誘導、注意喚起用

　・表面化粧ﾀｲﾌﾟ

　※標準ﾀｲﾌﾟ

・ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ舗装　　　           　　　　　　　　　 (22.8.2)(22.8.3)

・ﾓﾙﾀﾙ

※砂

 目地材 厚さ(mm)

※60

 寸法(mm)

※300角

　　        種　　類

・ｺﾝｸﾘｰﾄ平板舗装　　　　　　　　 　　　　　　　　　　   (22.8.2)(22.8.3)11 ブロック系舗装

・透水性平板(Ｐ)

※普通平板(Ｎ）　・保水性平板（Ｍ）

・　 ・　

・透水性ブロック（Ｐ）

・保水性ブロック（Ｍ）

※普通ブロック（Ｎ） ・3.0N/mm2

　　　 ・　

車道部 ※80　

歩道部 ※60 

　　　 ・　

揮発性有機溶剤の含有率は、塗料総質量に対して5%以下とする。

　種　類　・普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種３ 路床安定処理

　　　　　・高炉ｾﾒﾝﾄB種　・生石灰(・特号 ・１号)　・消石灰(・特号 ・１号) 

４ 路床の試験

路床締固め度の試験   ・行う　・行わない

現場CBR試験          ・行う　・行わない

支持力比（CBR）試験　・行う（※乱した土 ・乱さない土）・行わない　(22.2.5)

※再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ  　・ ｸﾗｯｼｬﾗﾝ　・切り込み砂利　・  　　　　 　　　　(22.2.3)

・5.0N/mm2

・

・営繕工事電子納品要領（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修）

※60～100(図示)

・　

　添加量　　　　　　　kg／m^u3(目標CBR　・3以上　・5以上　・ 　)

ﾗﾝﾅｰ　　　  材  質　 本体：真鍮製　ﾌｯｸ：ｽﾃﾝﾚｽ製(可動式)

ﾚｰﾙ　　　 　材  質 　ｱﾙﾐﾆｳﾑ製(ｼﾙﾊﾞｰ)

16 床下点検口

15 天井点検口

14 ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ

　　　　　　形  式　 先付け天井埋込型(見切縁兼用)

　　　　　　個  数　 ２個／ﾚｰﾙ１m

　　　　　　耐荷重　 25kg程度／個

 目地形状

・額縁ﾀｲﾌﾟ

・目地ﾀｲﾌﾟ

下記以外全て

　　　　適 用 箇 所 　寸法（㎜）

※450×450

・600×600

・天井仕上げ材がDRの範囲

※図示

・ｽﾃﾝﾚｽ製

※ｱﾙﾐ製

 本体の材質 　　　目地の材質

※ｱﾙﾐ　・ｽﾃﾝﾚｽ　・黄銅

・

※600×600下記以外全て

　 適用箇所 　寸法（㎜）

17 積雪表示板

　寸法　１８０×１６０×５

　取付け場所（・図示　　・監督員の指示による　）

※塩化ﾋﾞﾆﾙ製（白）、ｽﾃﾝﾚｽﾅｯﾄ(10mm)４本詰め、文字入れ共　

竣工年月日

○○建設株式会社施　工　者

設　計　者 株式会社○○設計事務所

○．○ｍ設計積雪量

雪下ろしが必要です

下記の積雪量を超えるときは

設 計 積 雪 量

１
６
０
mm

１８０mm

令和○○年○○月○○日

ヶ所

※文字書込み

・文字彫込み

※塩化ﾋﾞﾆｰﾙ製

・ｱｸﾘﾙ樹脂製

・県産杉板材 ※260×80×12

※260×80×5 ヶ所

ヶ所

ヶ所

面付型突出型

ヶ所

ヶ所

・250×50×5　

※ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304) 

・　

寸法(mm) 文字形式 受 金 具

・ｼﾙｸｽｸﾘｰﾝ印刷

材　　質

18 表示  室名札 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (20.2.10)

　　　　・ｽﾃﾝﾚｽ製（受枠とも）

　　　　・硬質ｱﾙﾐﾆｳﾑ製（受枠とも）

材　質　・塩化ﾋﾞﾆﾙ製(ｺｲﾙ状　ｽﾃﾝﾚｽ製受枠)

　　　　・ﾋﾞﾆﾙ製(ｽﾃﾝﾚｽ製受枠)

市販品19 くつふきマット

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量　　　※規制対象外　　・第三種20 流し台ユニット

　 種　類

・水切り棚

・つり戸棚

・流し台

・ｺﾝﾛ台

※1200　・900

※1200　・900 　・600

※600 　・700 　・　

※1200　・1500　・1800

　　寸 法 (L=mm) 　  適 用 内 容

ﾄﾗｯﾌﾟ付き

ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ　※有り

ｽﾃﾝﾚｽ製　  ※1段式 ※市販品

・市販品

(ｾｸｼｮﾅﾙｷｯﾁﾝⅠ型)

・優良住宅部品

  規格・品質等

21 屋内掲示板 枠の材質　　※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

表面の材質　※特殊発砲ﾋﾞﾆｰﾙ張り

22 洗面カウンター

奥行き(mm)　・約450　・約600

材　種　　・ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板張り（芯材：集成材）・人工大理石（品質　※図示）

※ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製の市販品程度

23 敷地境界石標 ・かこう岩（文字記号等入り）

１ 排水管 排水管用材料                                            (21.2.1)(表21.2.1)
　
排
　
水
　
工
　
事

21

Ｂ形（ｺﾞﾑ接合）※外圧管（※１種　・２種）

※ＶＰ　・ＶＵ

・ 

※遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管

管形状（接合方法）　　　　 管の種類　　　　材　種

・硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

側塊の形状及び寸法　・図示　　・　

・ＲＳ－ＶＵ

　階段室

処理区分名

工事名

施工年度

施工箇所

図面名称

縮尺

排水区分

工事
番号

四日町第1排水区

魚沼市　四日町　地内

建築工事特記仕様書（2）

NONE 図面番号 D-2

令和5年度 5魚建第1号

魚沼市産業経済部建設課

20
　

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

20
　

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

22
　
舗
　
装
　
工
　
事

24　
追
　
加
　
特
　
記

四日町排水ポンプ場機械設備工事

監督員と協議の上、決定すること。

監督員と協議の上、決定すること。

監督員と協議の上、決定すること。

機械設備工事

○

○

砂利地業 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 砕石敷き
監督員と協議の上、

決定すること。

電気設備工事



工事名

施工年度

施工箇所

図面名称

縮尺

排水区分

工事
番号

四日町第1排水区

魚沼市　四日町　地内

地下タンク平面図・断面図

1/20 図面番号 D-3

処理区分名

令和5年度 5魚建第1号

四日町排水ポンプ場機械設備工事

魚沼市産業経済部建設課

コンクリート直均し

マンホール

（水勾配付き）

ゴムシートt10
転がり防止金具
ゴムシートt16

地下タンク（3kL・SF二重殻）

コンクリート直均し

A B BA

　良質土充填

鉄蓋（機械設備工事）

コンクリート直均し
（水勾配付き）

地下タンク（3kL・SF二重殻）

転がり防止金具
ゴムシートt10

ゴムシートt16
コンクリート直均し

BA

Ａ－Ａ断面図　1/20

Ｂ

　良質土充填

地下タンク（3kL・SF二重殻）

A

2

1

2

1

4220

200

400

200

400

2
42
0

4
00

1
6
20

4
00

1340 945 825 1110

1340 945 825 1110

φ700 φ800 φ450

2420

60
50

1
68
0

60
5
0

4
0
0

5
00

2
80
0

6
0

50
1
68
0

60
5
0

4
0
0

5
00

2
80
0

Ｂ－Ｂ断面図　1/20

下部平面図　1/20
上部平面図　1/20

φ700 φ800 φ450

2
00

2
00

Ａ Ａ

Ｂ

4220

+89.900

▽計画GL+89.900

+89.000

▽底板スラブGL+87.710

捨てコンクリートt50

▽地下水位　GL+87.500

▽掘削深　GL+87.100

110180180

360
180180

360

110

鋼矢板Ⅲｗ型（残置）

砕石t60

コンクリート直均し
（水勾配付き）

捨てコンクリートt50

砕石t60

捨てコンクリートt50

砕石t150

2
42
0

捨てコンクリートt50

1
6
20

4
00

砕石t150

2
00

ゴムシートt10
転がり防止金具
ゴムシートt16

1 2

110180180

360

▽計画GL+89.900

180180

360

110

鋼矢板Ⅲｗ型（残置）

4220

200

400

200

400

2
00

4
00

3
0
00

2
02
0

1
1
0
1
8
0
1
80

3
6
0

1
1
0
1
8
0
1
80

3
6
0

4
90

4
9
0

3
0
00

2
02
0

4
90

4
9
0

110 180 180

360

110 180 180

360

鋼矢板Ⅲｗ型（残置） 鋼矢板Ⅲｗ型（残置）

490 490

4800

490 490

4800

▽底板スラブGL+87.710

▽地下水位　GL+87.500

▽掘削深　GL+87.100

▽施工GL
+89.000
▽施工GL

1：
1

場内整備工事

ハッチ部は良質土（購入土）充填

1：
1

場内整備工事

ハッチ部は良質土（購入土）充填

▽舗装下面GL+89.650▽舗装下面GL+89.6502
5
0

2
5
0500 500

3820

（機械設備図参照）

（機械設備図参照）

（機械設備図参照）

（機械設備図参照）

（機械設備図参照）

（機械設備図参照）

（機械設備図参照）
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平 面 壁

壁柱

ａ  部

柱

帯筋

ａ

かぶり厚さ

あばら筋

増打

梁

かぶり厚さ

かぶり厚さ

基礎

かぶり厚さ

増打

打継ぎ

躯体面

躯
体

面

径 Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ３２Ｄ２９Ｄ２５Ｄ２２

記　号

内　　容 ※印の説明及び注意事項

Ｆ※

※１Ｃ※２

※１Ｇ※２

ＣＧ※

※１Ｂ※２

ＣＢ※

※１Ｗ※２

※１Ｓ※２※３

※１Ｋ※２

ＣＢ※

（※）

ＳＴＰ

ＨＯＯＰ

Ｓ.ＨＯＯＰ

幅止筋

組立筋

フーチング断面種別 ※　番号

柱断面種別

大梁断面種別

片持大梁断面種別

小梁断面種別

片持小梁断面種別

壁配筋種別

床版配筋種別

階段の配筋種別

※　壁厚（cm）

※　番号、階別区分はしない

※　番号、階別区分はしない

あばら筋、スターラップ

帯筋、帯鉄筋、フープ

スパイラル筋、らせん筋

幅止め筋

組立て筋

床用積載荷重 積載荷重の値

梁、基礎梁、小梁

柱

柱

柱、梁、壁

床版、底版

打ち増し範囲

コンクリートブロック壁

梁・床版の上がり下がり
応じた凡例により表示

※２　その階の番号

※１　階数

※１　階数，地中大梁はＦとする

※２　その階の番号
　　　 Ｘ方向１，２，３‐‐‐‐
　　　 Ｙ方向Ａ，Ｂ，Ｃ‐‐‐‐

※１　地中小梁のみＦとする。

※２　階別区分はしない
　　　 地中小梁を除く

※１

※２

※１　片持床版のみＣとする

※２　床版厚（cm）

※３

※１

※２

（ｋＮ/m  )

部　　位

四隅の主筋

上下階の柱
断面が異な
る場合

柱

帯筋(ＨＯＯＰ)

あばら筋
(ＳＴＰ)

梁

杭 独立フーチ
ング基礎の
底盤筋

基
礎

煙突の鉄筋

幅止め筋

２)継手部

１)末端部

２)継手部

１)末端部

２)継手部

１)末端部

２)継手部

１)末端部

重ね継手

継手方式

圧接継手

１)最上階の柱頭部

１)下階の柱主筋を
　 引き通すことが
　 できない柱頭部

１)末端部

１)末端部

１)末端部

１)末端部

備　考

４．１図の　 印

４．１図の 　印

８．２図参照

３．１表参照

場合を含む
壁の一部となる

８．１図参照

９．１図参照

１１．１図参照

２０．１図参照

折　曲　げ　図

折曲げ内法直径（Ｄ）

使　用　箇　所

柱、梁の主筋

Ｄ１３以下の鉄筋

１８０°

１３５°

～Ｄ３８
Ｄ１９

４ｄ以上３ｄ以上

３ｄ以上 ４ｄ以上

４ｄ以上３ｄ以上

４ｄ以上３ｄ以上
１３５°

９０°

９０°

Ｄ

４ｄ以上

Ｄｄ

６ｄ
以

上
８

ｄ
以

上

ｄ

４
ｄ
以

上

４ｄ
以

上

Ｄ

幅止め筋

９０°

１３５°

（注）１．片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フックを

　　　　　用いる場合は、余長を４ｄ以上とする。

　　　２．９０°未満の折曲げの内法直径は図面による。

構造部分の種別

塩害区分

床、耐力壁以外の壁

柱、梁、耐力壁

底版

柱、梁、床、壁

底版、基礎

一　　般

煙突等高熱を受ける部分 ６０

６０

４０

４０

４０

３０ ４０

５０

５０

５０

７０

７０

１：打継目地部分は目地底より最小かぶり厚さを確保する。

２：杭基礎の場合の最小かぶり厚さは、杭天端からとし、「２１ 杭基礎の補強｣を参照。

３：仕上なしの場合を標準とする。

間隔

異形鉄筋

Ｄ Ｄ
（注）Ｄ：鉄筋の最外径ａ

あき

鉄筋径 最外径
Ｄ

鉄筋径(mm) 鉄筋相互のあき：ａ 最小鉄筋芯間隔

ａ＋Ｄ
鉄筋径×1.5

（３）（２）
最小あき粗骨材径×1.25

（１）
ｄ

Ｄ１０

Ｄ１３

Ｄ１６

Ｄ１９

１１

１４

１８

２１

１５mm

２０mm

２４mm

２９mm

４３mm

４６mm

５０mm

５３mm

２５mm

３２mm
粗骨材
最大径
２５mm
の場合

種　　別

砂利または砕石

捨てコンクリート

厚さ（mm）

※ ６０

※ ５０

ガス圧接

鉄筋の種類

鉄筋の継手

径種　別

ＳＤ ２９５

ＳＤ ３４５

重ね継手

機械式継手

下記以外

※Ｄ１９以上

※Ｄ１６以下

※図示による。

設計基準

注１：無筋コンクリートには捨てコンクリートを含む。

地上

分　類 コンクリート種別

※普通コンクリート

無筋コンクリート

※２４ ※１５

※２４ ※１８ ※普通ポルトランドセメント

※ 普通ポルトランドセメント

※普通ポルトランドセメント

※１８

 (Ｎ/mm  )
強　  　度

スランプ

（cm）
セメントの種類

１）建築工事特記仕様書

国土交通省大臣官房官庁営繕部

（別紙による。)

（令和　4　年版）

一般には基準ＦＬよりの＋、－に

Ｅ：耐震壁，Ｋ：階段壁
Ｄ：土圧、水圧を受ける壁

壁厚（cm）
階別区分はしない

配筋種別（英大文字）
階別区分はしない

Ａ：片持床版形
Ｂ：二辺固定床版形

配筋種別（数字）
階別区分はしない

シーリング

かぶり厚さ

Ｔ形及びＬ形の梁の

構 造 細 目 共 通 図（建築構造物）

１　　特記事項

２　　共通事項 ３　　鉄筋の折曲げ加工 ５　　鉄筋のかぶり及び間隔

４　　異形鉄筋の末端部

１．１　適用範囲

１．２　鉄筋の仕様

１．３　コンクリートの仕様　

１．４　砕石及び捨てコンクリート

４．１　フックを設ける位置

５．３　鉄筋相互のあき及び間隔

５．２　最小かぶり厚さ

２．１　記号及び符号 ５．１　かぶり厚さ

２．２　一般注意事項

鉄筋の種類及び継手は、別紙建築工事特記仕様書又は建築改修工事特記仕様書による。　

１．１表　鉄筋の種類及び継手

コンクリートの仕様は、別紙建築工事特記仕様書又は建築改修工事特記仕様書による。　

１．２表　コンクリートの仕様

砕石及び捨てコンクリートの厚さは、特記がなければ１．３表による。　

１．３表　砕石及び捨てコンクリートの仕様

（１）設計図は監督職員の承諾を得なければ変更してはならない。

２．２表　一般凡例

２．１表　鉄筋の断面表示　

設計図中で使用する記号及び符号は、２．１表及び２．２表を標準とする。

鉄筋の折曲げ加工は、３．１表を標準とする。

３．１表　鉄筋の折曲げ形状及び寸法（末端部）

異形鉄筋の末端部には、４．１表によりフックを設ける。

４．１表　フックを設ける位置

かぶり厚さとは、一番外側の鉄筋（幅止め筋、組立筋を除く）の外面から躯体面

５．１図　鉄筋のかぶり厚さ

最小かぶり厚さは、５．１表による。

５．１表　鉄筋の最小かぶり厚さ(mm)

鉄筋相互のあきは、下記の最大値のもの以上とする。ただし、機械式継手及び溶接継手

５．２図　鉄筋相互のあき及び間隔

５．２表　鉄筋径と鉄筋間隔の関係一覧

４．１図　異形鉄筋の末端部

※ 通常の施工の場合

2

2

※普通コンクリート

※普通コンクリート ※１５

※Ｄ１９以上、Ｄ２９以下
　 の柱、梁主筋

（　最　新　版 　)

※本図面は（一社）全国上下水道コンサルタント協会が著作権を有するものである。

   使用にあたっては、上記協会への使用願いの提出と、配布番号の記載が必要である。

   枠外右下の【協会員番号】と【配布番号】の記載が無い図面は無効とする。

ＡＷＳＣＪ（第５版）－１０８－００５

（１）本構造細目共通図は下水道施設における処理場、ポンプ場の建築構造物に適用する。

（３）項目は、・ 印のついたものを適用する。・ 印のない場合は、※ 印のあるものを

鉄筋
コンクリート

地下
基礎、基礎梁

記　号
・

符　号

曲げ

角度

ＳＤ２９５
ＳＤ３４５

Ｄ１６
以下

杭基礎のベース筋
Ｄ１６以上の鉄筋

あばら筋、帯筋、
スパイラル筋

あばら筋

（２）図面及び構造細目共通図に記載されていない事項は、下記に基づくものとし、

　　 これらに相違がある場合は監督職員に確認し指示を受ける。

　　 適用する。・ 印と ※ 印のある場合は、共に適用する。

　　 変更の必要を生じた場合は、監督職員と協議すること。

３）建築工事一般仕様書

４）公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

（１）Ｄは、折曲げ内法直径を示す。

（２）ｄは、鉄筋直径（呼び名）を示す。

ｄ

ｄ

Ｄ

ｄ Ｄ

までの距離（５．１図）をいう。

鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上を確保し、最小かぶり厚さに許容

施工誤差１０mmを加えた厚さ以内に納めるものとする。

（１）床版、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコンクリート

　　 の厚さを含まない。

（２）柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１．５倍以上

　　 として最小かぶり厚さを定める。

（３）溶接金網にも適用する。

かぶり厚さ かぶり厚さ

かぶり厚さ

ａ

かぶり厚さ かぶり厚さ

かぶり厚さ かぶり厚さ

土、水に

接する部分

・ 塩害対策を

　必要とする場合

の場合のあきは図面による。

（１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍

（２）最小のあき２５mm

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の１．５倍

　　  ｄ：鉄筋直径（呼び名）

（別紙による。)２）建築改修工事特記仕様書

国土交通省大臣官房官庁営繕部 （令和　4　年版）５）公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）

令和5年度

処理区分名

工事名

施工年度

施工箇所

図面名称

縮尺

排水区分

5魚建第1号
工事
番号

四日町第1排水区

魚沼市　四日町　地内

構造細目共通図（建築構造物）（１）

図面番号 S-1

魚沼市産業経済部建設課

課

長

係

長

審

査

調

査

設

計

測

量

四日町排水ポンプ場機械設備工事



（重ね継手）

中　間　部

（柱頭又は柱脚部）

末　端　部

柱幅(mm)

　　　　　での折曲げは行わない。

　　　５．フックあり定着の場合は、６．２図（イ）に示すようにフック部分ｂを含まない。また、中間部

≦１２００

≦１１００

≦１０００

≦９００

≦８００

≦７００

≦５００

≦６００

Ｄ１３ ＠１００

Ｄ１３ ＠１２５

パネルゾーン

ＳＤ２９５

ＳＤ３４５
２０ｄ２４，２７

３０

１５ｄ１５ｄ２４，２７

３０

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５

２０ｄ

２５ｄ

２５ｄ

３０ｄ

３５ｄ ３０ｄ

３５ｄ４０ｄ

３０

２４，２７
２０ｄ

３０ｄ

３０ｄ３５ｄ

３５ｄ

２０ｄ

２０ｄ２５ｄ

２５ｄ

―１０ｄ
３０

２４，２７

１５０mm
以上

かつ
１０ｄ

スラブ小梁

フックなし フックあり

スラブ小梁

設計基準強度
コンクリートの

種　類
鉄筋の

設計基準強度
コンクリートの

種　類
鉄筋の

６．３表　鉄筋の投影定着長さ

６．２図　定着の方法

６．２表　鉄筋の定着の長さ

８．２図　上下の柱断面が異なる柱主筋の折曲げ及び定着

（３）スパイラル筋の継手及び定着

６．３図　溶接金網の継手及び定着要領

（２）溶接金網の継手及び定着は、６．３図による。

６．４図　スパイラル筋の継手及び定着要領

９．２　帯筋の割付け

９．１　帯筋の形状

８．１　一般事項

６．２　隣り合う継手の位置及び定着

６．１　継手及び定着

全長

梁主筋の柱内曲げ定着フックなし

定着の長さ

定着（スラブの場合） 定着（壁の場合）

鉄筋

一節半以上かつ
継手の重ね長さ

一節半以上かつ
１５０mm以上

重ね継手

小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着

余長

定着起点

（ロ）折曲げ定着（イ）直線定着

フックあり

ｂ

Ｌ

定着起点

の添巻

≧６ｄ ≧６ｄ

５
０
ｄ

ｄｄｄ

ｄ

≧６ｄ

５０ｄ

※１．５Ｐ 　、１．５Ｐ　 のピッチは１５０mm以下とする。

１．５巻以上

柱、梁の交差部の配筋例（０．２％確保）

　　　　　　　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は、２０ｄ及び１０ｄを２５ｄ以上とする。

Ｌ  （ただし、梁幅の１/２倍以上）

（注）１．Ｌ  ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ（基礎梁、片持ちスラブを含む。）

Ｌ   、Ｌ   又はＬ

Ｌ  、Ｌ   又はＬ

Ｌ  （ただし、柱せいの３/４倍以上）

　　　３．Ｌ  ：小梁及びスラブの下端の直線定着の長さ（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く）

　　　４．Ｌ   ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ

（注）１．Ｌ  、Ｌ   ：２．以外の直線定着の長さ及びフックありの長さ

　　　２．Ｌ  、Ｌ   ：割裂破壊の恐れのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

（注）１．Ｌ  、Ｌ  は、６．３表の鉄筋の投影定着長さを示し、下記条件を満たすものとする。

６．１．１　鉄筋の重ね継手

６．１．２　継手の特記事項

６．１．３　鉄筋の定着

６．１．４　定着の方法

フックなしの場合

フック有りの場合

接

重

６．４表　隣り合う継手の位置

（１）隣り合う継ぎ手の位置は、６．４表により、ａ寸法を守ること。ただし、壁の場合及び

８．１図　柱主筋の継手、定着及び余長

が多い場合

柱脚の鉄筋

が多い場合

下階の鉄筋

が多い場合

上階の鉄筋

が多い場合

柱頭の鉄筋

かぶり厚さ
定着継手
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つ
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１
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Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
  
以

上

（１）継手長さはＬ  とし、定着及び余長は、８．１図による。

６

差し筋 差し筋

直交梁位置

ｂ

１

Ｄ

ａ

Ｄ
＞

ｂ

１
６

≦ａ
Ｄ

１
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ａ

ａ

≦

か
つ

１
５
ｄ

Ｌ
  

以
上

Ｌ
  

以
上

ａ:上下の柱幅の差（ａ≦１５０）

ｂ:かぶり厚さ

Ｄ:梁のせい

９．１図　帯筋組立の形

（１）帯筋の形状は、９．１図とし、種別は図面による。図面になければ下記による。

（ロ）

（イ）

（ロ）
≧６ｄ

（イ）

≧６ｄ

Ｐ
＠

 Ｐ
＠

Ｌ

≧８ｄ

（ニ）（ハ）（ロ）（イ）

・丸形
≧４０ｄ

（ロ）（イ） （ハ）

・Ｗ－Ⅰ形（溶接を行う）

・Ｈ形

ｄ

・ＳＰ形（スパイラル筋）

（１）フック及び継手の位置は交互とする。

９．２図　帯筋の割付け
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ａ＝０．５Ｌ

Ｌ
Ｌ

３０ｄ

２５ｄ３５ｄ

４０ｄ

３０

２４，２７
ＳＤ３４５

ＳＤ２９５
３０ ３５ｄ ２５ｄ

２５ｄ３５ｄ２４，２７

（フックあり）（フックなし）
設計基準強度
コンクリートの

種　類
鉄筋の

６．１図

６．１表　鉄筋の重ね継手の長さ

Ｌ

Ｆｃ (Ｎ/mm  )

Ｌ

Ｌ

（注）１．Ｌ  、Ｌ   ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

≧６ｄ

１５０mm以上

２ ＠
以下

帯筋

２ ＠Ｐ
重ねる。

１ ＠
以下

梁面より割付ける。
１Ｐ ＠

１ ＠
以下

０.２％以上、

０．２％以上、

０．２％以上、

かつ１．５Ｐ

かつ１．５Ｐ

かつ１．５Ｐ

一般の場合

上下の柱断面寸法が異なる場合、

帯筋は、一般の帯筋より１サイズ

太い鉄筋または同径のものを２本

６　鉄筋の継手及び定着

７　（欠番）

８　柱筋の継手及び定着

９　帯筋

Ｄ１０ ＠１２５

Ｄ１０ ＠１００

Ｄ１０ ＠１００

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１２５

Ｄ１３ ＠１００

ａ≧０．５Ｌ

2
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1h

1h
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3h
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1       2              3
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1h 1h

1h
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0
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2
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1

ね

継

手

圧

継

手

Ｐ
＠

 Ｐ
＠

※

（１）鉄筋の重ね継手の長さは、６．１表による。

（２）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（３）主筋及び耐震壁の鉄筋の重ね継手の長さは４０ｄとする。ただし、ＳＤ３９０、ＳＤ４９０

　　　を使用する場合は特記による。

1h

　　　２．フックありの場合のＬ   は、６．１図に示すようにフック部分Ｌを含まない。

Ｌ1h

Ｆｃ (Ｎ/mm  )2 Ｌ1 Ｌ2
Ｌ3

Ｌ1h Ｌ2h
Ｌ3h

1h

2h

（１） 継手は、極力応力の小さい位置に設ける。

（１） 鉄筋の定着の長さは、６．２表による。

定着の方法は６．２図による。

なお、(ロ)折曲げ定着の梁主筋の柱内折曲げ定着において、仕口内に縦に折曲げて定着する

鉄筋の定着長さＬが、６．２表のフックあり定着の長さを確保できない場合は、全長を６．２表に

示すフックなし定着長さとし、かつ、余長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを

６．３表に示す長さをのみ込ませる。

b

　　　・梁主筋の柱内定着においては、原則として柱せいの３/４倍以上

　　　・小梁主筋の大梁内定着においては、原則として大梁幅の１/２倍以上

　　　・スラブの梁内定着においては、原則として梁幅の１/２倍以上

全長

2h 3h

Ｌ

余長

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

Ｆｃ (Ｎ/mm  )2

Ｌa Ｌb

　　　２．Ｌ  ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　　　　　  （片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

　　 スラブ筋でＤ１６以下の場合を除く。

Ｌ1h

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ1

ａ

ａ

Ｌ1h

Ｌ1h

鉄筋

Ｌ1Ｌ1

（２）柱頭定着長さＬ  が確保出来ない場合は、図面による。

（３）上下の柱断面が異なる場合の柱主筋の折曲げ及び定着は、８．２図による。

（４）柱の継手及び圧接中心位置は、梁上端から５００ｍｍ以上、１５００ｍｍ以下かつ

　　 ３/４h  （h  は柱の内法高さ）以下とする。0

（5）※鉄筋のカットオフの位置及び長さは図面による。

≦
３
/
４
・
ｈ

0

ｈ
0

ｈ
0

※

か
つ

１
５
ｄ

ＤＤ

ａ ａ

　　（ａ）Ｈ形を標準とする。

　　（ｂ）Ｈ形の１３５゜曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

　　（ｃ）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接

　　　　 の場合は１０ｄ以上とし、組立前に行う。

　　（ｄ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、１．５巻以上の添巻きを行う。

≧６ｄ

Ｌ Ｌ

Ｌ≧６ｄ

（２）帯筋の割付けは、９．２図による。ただし、図面にある場合はそれによる。

（３）柱、梁の交差部（パネルゾーン）の帯筋のせん断補強比は、０．２％以上を確保し、

　　　補強筋間隔 ≦ １．５Ｐとする。
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１２．１　基礎梁主筋の継手、定着及び余長１１．１　一般事項

１１．２　あばら筋組立の形及びフックの位置

１１．３　あばら筋の割付け

１１．４　腹筋及び幅止め筋

１０．５　鉛直段差（ｅ）のある場合

１０．４　水平段差のある場合

１０．２　ハンチのない場合

ｂ．梁主筋を、柱内に折曲げて定着する場合は次による。

１０．１図　梁主筋の梁内定着

１０．３図　大梁の重ね継手、定着及び余長

１０．７図　鉛直段差梁（その１）

１０．５図　ハンチのある大梁の定着及び余長（一般階）

１０．４図　ハンチのある大梁の定着及び余長（最上階）

１０．２図　段違い梁

下端筋

（１）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０mm程度とする。

１０．６図　大梁の定着及び余長（水平段差のある場合）

上端筋

最上階

一般階

（２）間隔が一様でハンチのある場合

１１．２図　あばら筋の割付け（その１）

（２）一般階の場合

断面

平面

１１．１図　あばら筋組立の形及びフックの位置

（３）梁の端部で間隔の異なる場合

１１．３図　あばら筋の割付け（その２）

１１．４図　あばら筋の割付け（その３）

　　 ａ） 腹筋及び幅止め筋

（１）一般の梁

600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜1200 1200≦Ｄ≦1500

１１．５図　腹筋及び幅止め筋

（２）特殊な梁

　　 腹筋及び幅止め筋は、図面による。

（１）一般事項

１２．１図　梁筋の基礎梁内への定着

（２）独立基礎で基礎梁(スラブなどの上載荷重を受ける場合）の主筋の継手、

Ｄ

梁

柱

梁

梁梁

柱

二段筋

Ｄ

二段筋

梁

柱

重ね継手とする場合一般の場合

（ホ） （ヘ）（ニ）（ハ）（ロ）（イ）

ｄ

≧８ｄ

≧８ｄ≧８ｄ

≧６ｄ

Ｄ

Ｐ＠

≦Ｐ＠

腹筋

幅止め筋

Ｄ

柱

梁 梁

吊上げ筋は、一般のあばら筋より１サイズ
太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。

継手長さ

継手長さ

ｅ

ｅ

１０．１　大梁（基礎梁以外の大梁に限る）主筋の継手、定着及び余長

１０．３　ハンチのある場合

２０ｄ(余長)

２０ｄ(余長)
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長

(継手) １５ｄ(余長)１５ｄ(余長)
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長

余
長
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長

Ｌa※

Ｌa※

Ｌ

Ｌa※

Ｌa※
Ｌa※ Ｌa※

Ｌa※

１０．８図　鉛直段差梁（その２）

一般階

柱

梁

Ｄ

Ｌa※

余
長

余
長

（２）ｅ/Ｄ＞１/６の場合

（１）ｅ/Ｄ≦１/６の場合

余長

Ｌ

Ｌa※

余
長

Ｌ

ＣＬ

Ｌa※
Ｌ

Ｌ /４
Ｌ

最上階

Ｄ

Ｌ

余
長

Ｌ
余長

大梁主筋の継手及び定着の一般事項

水平段差のある場合

余長

１０　大梁筋の継手及び定着 １１　梁のあばら筋、腹筋及び幅止め筋 １２　基礎梁及び底版の継手及び定着

（３）連続基礎及びべた基礎の基礎梁（基礎梁の下方より地反力（杭反力）を

ガス圧接を例として示す

余
長

余長

Ｌ

２０ｄ(余長) 継手長さ

継手長さ １５ｄ(余長)

Ｌ

余
長

Ｌa※Ｌa※

Ｌa※

１２．２図　主筋の継手、定着及び余長（その１）

ガス圧接を例として示す

１２．３図　主筋の継手、定着及び余長（その２）

は継手を設けてもよい位置を示す

は継手を設けてもよい位置を示す

（注）１．継手中心位置は次による。

　　　　　　　　　上端筋：中央Ｌ /２以内

　　　　　　　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、Ｌ /４を加えた範囲以内

　　　２．４．異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋には、フックを付ける。

　　　３．　　　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　４．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　  ５．梁筋カットオフ位置及び余長は図面による。

(注)１．４．異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋には、フックを付ける。

　　 ２．　　　　    　印は、継手及び余長を示す。

　　 ３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　　のように引き通すことができる。

　　 ４．破線は、梁内定着の場合を示す。

　　 ５．梁筋カットオフ位置及び余長は図面による。

※ Ｌaの数値は、原則として、６．３表の

　　数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

定着の長さは、１０．３図に準ずる

※ Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

※ Ｌaの数値は、原則として、６．３表の

　　数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割付ける。
　　　２．図中のＰ＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置及びハンチに切り替わる位置から割付ける。

　　　２．図中のＰ＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割付ける。
　　　２．図中のＰ＠、Ｐ'＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．図示のない事項は、１０．１による。

　　　２．　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　※ Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

（注）１．図示のない事項は、１０．１による。

　　　２．　　　　　　　 印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　※ Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

：柱芯ＬＣ

2

2

2

2

0
2

2

2

0

0

0

2

2

2

2

2
0

2

2

2

2

１h

2

2

2

2

Ｌ2

2

　　 ※ Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

　　　※ Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

　　　４．基礎梁内の主筋カットオフ位置及び余長は図面による。

　　　４．基礎梁内の主筋カットオフ位置及び余長は図面による。
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Ｌa※

ａ．梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すこと

　　が出来ない場合は、ｂ．により柱内に定着することができる。

　　ただし、やむ得ず梁内に定着する場合は、１０．１図による。

　　なお、定着の方法は、６．１．４による。

　　　　　　　　　上端筋：曲げ下ろす。

　　　　　　　　　下端筋：原則として曲げ上げる。

ｃ．段違い梁は１０．２図による。

ＣＬ

Ｌ /２0 Ｌ /４0

ＣＬ ＣＬ

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長) Ｌ2

Ｌ2

１５ｄ(余長)

２０ｄ(余長)

Ｌ /４0

（１）最上階の場合

ＣＬ ＣＬ

余
長

Ｌ1 Ｌ1

Ｌ1 Ｌ1

Ｌ /４0Ｌ /２0

Ｌ0

ＣＬ ＣＬ

余
長

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)

Ｌ1

Ｌ1 Ｌ1

Ｌ1

Ｌ2

Ｌ2

余
長

梁 梁

柱 柱

Ｄ

Ｌa※

Ｌa※ Ｌa※

ｅ

梁

柱

Ｌ2

Ｌ2

ｅ ｅ

ｅ ｅ

Ｌa※
Ｌa※

Ｌ1

Ｌa※

余
長

余
長

（２）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、Ｌ  とする。

（３）土圧、水圧を受ける梁は、図面による。

（４）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００mmピッチ程度とする。

（１）形は、１１．１図（イ）を標準とする。

　　 ただし、（イ）によることが出来ない場合は、下記の方法によることが出来る。

　　　ａ．床版が片側に付く場合は、（ロ）又は（ハ）

　　　ｂ．床版が両側に付く場合は、（ロ）～（ニ）

（２）フックの位置

　　　ａ．（イ）の場合は交互とする。

　　　ｂ．（ロ）の場合　床版が片側に付く場合は床版の付く側。床板が両側に付く場合は交互。

　　　ｃ．（ハ）の場合は床版の付く側を９０゜折曲げ、８ｄ確保する。

　　　ｄ．（ホ）（ヘ）の場合は梁の上下にスラブが付く場合でかつ、梁せいが１．５m

　　　　　以上の場合に適用する事ができる。（基礎梁）

≧６ｄ

（１）間隔が一様でハンチのない場合

≒３０

Ｄ

Ｄ

Ｐ＠

≦Ｐ＠

Ｐ＠ Ｐ＠

≦Ｐ＠≦Ｐ＠

Ｐ＠Ｐ'＠ Ｐ'＠

Ｌ /４0 Ｌ /４0

Ｌ0

≦Ｐ'＠

　　（ａ）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、

　　　　 鉄筋の本数が異なる場合は柱内に定着する。やむを得ず梁内に定着する場合は、

　　　　 １２．１図による。

　　（ｂ）梁筋を柱内に定着する場合は１０．１（１）ｂによる。

　　 定着及び余長

ＣＬ ＣＬ

Ｌ2 Ｌ2

Ｌ2

Ｌ0

Ｌ /４0 Ｌ /４0Ｌ /２0

ＣＬ ＣＬＬ0

Ｌ /４0 Ｌ /４0Ｌ /２0

　　 受ける場合）の主筋の継手、定着及び余長

ＣＬ ＣＬＬ0

Ｌ /４0 Ｌ /４0Ｌ /２0

Ｌ2

Ｌ0

Ｌ /４0 Ｌ /４0Ｌ /２0

ＣＬ ＣＬ

令和5年度

処理区分名

工事名

施工年度

施工箇所

図面名称

縮尺

排水区分

5魚建第1号
工事
番号

四日町第1排水区

魚沼市　四日町　地内

構造細目共通図（建築構造物）（３）

図面番号 S-3

魚沼市産業経済部建設課

課

長

係

長

審

査

調

査

設

計

測

量
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１２．４　梁形を設けない場合の基礎底版（オイルタンク等）

１３．１　一般事項

地中梁

地中梁

壁

組立筋

（１）定着の取り方は、壁の面からとする。

（ａ）交差部のスターラップを設ける場合は、図面による。

（４）柱幅＜梁幅の場合

１２．４図　主筋の継手、定着及び余長（その３）

（１）図面にない事項は大梁、梁のあばら筋、及び基礎梁の項に準ずる。

（２）　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

壁

配筋を曲げ通し筋とする。

（３）鉄骨造のＢＯＸ柱等が埋め込まれる場合の端部と中央部の断面の異なる場合

１２．５図　主筋の継手、定着及び余長（その４）

１２．６図　主筋の継手、定着及び余長（その５）

１
０
ｄ
以

上

かつ１５ｄ

Ｌa※

地中梁

柱

鉄筋と鉄骨のあきは５．３による。 図面(又はＬ /４)

地中梁

Ｄ※－＠２００以内

(※：鉄筋径は、図面による) １０ｄ以上

Ｌ 以上

　　　※ Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

　　　※ Ｌaの数値は、原則として、柱せいの３/４倍以上とする。

１４．３　壁開口部の補強

（１）壁開口部の補強は、図面による。補強筋の長さ及び位置は、１４．３図を標準とする。

Ｌ

※：鉄筋径及び本数は、図面による

１４．３図　壁開口部の補強の定着長さ

（２）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより、

　　 開口部を避けて配筋出来る場合は、補強筋を省略することができる。

１４．５　壁の打増し要領

打増し部

横筋はＤ１０とし、間隔は壁横筋と同じ

１４．５図　壁の打増し補強配筋

縦筋はＤ１０とし、間隔は２００mm

ａ

１４．４　壁の交差部及び端部

ａ．交差部補強筋Ｄ※はＤ１３以上、かつ壁主筋と同径とする。

１４．２　耐震壁の開口

１４．１　一般事項

（３）打増し部分に、壁及びスラブ等が取りつく場合は、壁及びスラブ筋等の定着長

（１）一般壁配筋の重ね継手の長さはＬ  とし、耐震壁の鉄筋の重ね継手の長さは

（注）図中のＰ＠は、図面の壁筋の間隔を示す

（２）幅止め筋は、縦、横ともＤ１０－＠１０００を標準とする。

断面

床版

柱

主筋位置

柱

梁

柱

梁

１４．１図　壁の配筋

≦Ｐ＠

Ｐ＠

≦Ｐ＠

主筋位置

梁

主筋位置

主筋位置

（２）先端に小梁がある場合

　　 ａ．上端筋は、先端小梁内に斜めに定着する。

　　 ｃ．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

　　 ｂ．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

小梁の終端部小梁が連続する場合

小梁外端部

片持梁

先端小梁

小梁連続端部

片持梁筋片持梁筋
折下げ 折下げ

片持梁

１３．４図　片持梁主筋の定着

　　 構造計算によって確認すること。

（１）耐震壁等の開口は、図面以外は設けてはならない。

（２）やむを得ず開口をあける場合は、H19国土交通省告示593号の規定を満足することを

１３．２　小　梁

（１）連続小梁の場合

１３．２図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

　　　３．図示のない事項は、１０．１及び１２．１に準ずる。

　　　２．梁内の定着筋において梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。

（注）１．　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　※　Ｌ  の数値は、原則として、６．３表の数値かつ梁幅の１/２倍以上とする。

１３．３図　片持梁主筋の定着及び余長（先端に小梁のない場合）

一般階

１５ｄ

ｂ Ｌ

Ｌa

※

※ Ｌ  をフックなしで定着
　 させる場合は２５ｄとする。

１３．３　片持梁筋の定着

（１）先端に小梁のない場合

　　ａ．先端の折曲げの長さｂは、梁せいよりかぶり厚さを除いた長さとする。

　　ｂ．梁筋を引き通さない場合は、取り合い部材に定着する。ただし、柱に取り合う場合は、

　　　  全数を引き通すことができる場合でも、上端筋は、２本以上を柱に定着する。

打増し補強筋は、１４．５図による。

打増し厚さのａが５０mm以上、２００mm以下に適用する。

２００mmを越える場合は、特記による。

コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記によるほか、配管等での壁の

壁の交差部及び端部の交差部は、１４．４図による。

ｂ．壁の端部にＵ型鉄筋を使用する場合の径及び間隔は、壁筋と同径及び同間隔とする。

１－Ｄ※

２－Ｄ※

端部

Ｕ型鉄筋

交差部

４－Ｄ※２－Ｄ※２－Ｄ※１－Ｄ※

内壁の端部 外壁の端部

２－Ｄ※

１４．４図　壁の交差部及び端部の配筋

継手長さＬ Ｌ

※壁構造の場合は、「壁構造配筋指針・同解説」（日本建築学会）に基づき図面

連続端連続端外端

Ｌ

１５ｄ(余長)

２０ｄ(余長)

　　　※ Ｌ  の数値は、原則として、６．３表の数値かつ梁幅の１/２倍以上とする。

Ｌ ※

余
長

１３．１図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

（２）単独小梁の場合

端部端部

Ｌ
２０ｄ(余長)

下端筋上端筋

≒４５゜余
長

Ｌ Ｌ

(頭つなぎ梁)

先端小梁

１４　　壁の配筋要領

１３　　小梁及び片持梁の配筋要領

2

0

ｂ

3h

ｂ

3h

2 3

3h

3h

1

1

１ 2

     ４０ｄとする。ただし、ＳＤ３９０，ＳＤ４９０を使用する場合は特記による。

     また、定着の長さは、Ｌ　とし、鉄筋の継手位置は、柱・梁部以外とする。

　　 さには打増し部分は含まない。

（４）土圧及び水圧などを受ける壁の配筋は、図面による。

　 による。

2

ＡＷＳＣＪ（第５版）－１０８－００５

（２）途中で配筋が変わる場合の定着は、１２．２図のように

　　 基礎底版筋を梁筋と読みかえる。

Ｌ2

Ｌ2

Ｌa※

Ｌ2

Ｌ2

１０ｄ以上

Ｌ2

組立筋

１０ｄ以上 １０ｄ以上

Ｄ※－＠２００以内

(※：鉄筋径は、図面による)

Ｌ1 Ｌ1

Ｌ2

Ｌ /４0 Ｌ /４0Ｌ /２0 Ｌ /４0 Ｌ /４0Ｌ /２0

Ｌ /４0 Ｌ /４0Ｌ /２0

Ｌ0 Ｌ0

Ｌ /４0７Ｌ /１２0Ｌ /６0

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長) １５ｄ(余長) Ｌ  （定着）2

２０ｄ(余長) ２０ｄ(余長) ２０ｄ(余長)

Ｌ /４0 Ｌ /４0Ｌ /２0

Ｌ0

２Ｌ /３0Ｌ /６0 Ｌ /６0

Ｌ3h
２０ｄ(余長)

余
長

Ｌ2
Ｌ ※ｂ １５ｄ(余長) １５ｄ(余長) Ｌ ※ｂ

Ｌ2

ｂ

Ｌ2

２Ｌ/３

Ｌ

Ｌ2 Ｌ2

≒４５゜

Ｌ3

Ｌ2 Ｌ2

Ｌ3
≒４５゜

Ｌ2

Ｌ3

Ｌ2

Ｌ2

梁

壁

Ｌ1

Ｌ2 Ｐ＠

≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ
1

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

１－Ｄ※

１－Ｄ※

１－Ｄ※ １－Ｄ※

１－Ｄ※

１－Ｄ※

Ｌ2 Ｌ2 Ｌ2 Ｌ2

Ｌ 2

令和5年度

処理区分名

工事名

施工年度

施工箇所

図面名称
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係
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審
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１６．１図　柱の増し打ち補強配筋

出隅部

先端部補強筋

配力筋
主筋

受け筋

配力筋

主筋 受け筋Ｄ１３

Ｄ１６

主筋

主筋

主筋

※１

ｂ

先
端

壁
厚

以
上

間隔に合わせる
先端壁の縦筋の径及び

梁のあばら筋

あばら筋と同径・同材質・同ピッチ

あばら筋と同径・同材質・同ピッチ

出隅部分の補強筋

※

垂れ壁のある場合垂れ壁のない場合

先
端

壁
厚

以
上

先端部補強筋

補強筋：

主筋

※１ ※１

６－Ｄ※

Ｈ

５Ｈ

４－Ｄ※

（１）出隅部の補強筋は図面により、配筋方法は、１５．６図による。

（２）先端に小梁がなく壁が取り付く場合

（１）片持スラブの配筋

１５．４図　片持スラブの配筋

１５．５図　先端に壁が付く場合の配筋

１５．６図　片持スラブ出隅部の補強配筋

１５．７図　出隅及び入隅部分の補強配筋

１５．８図　段差のある床版の補強配筋

１５．９図　床版開口部の補強配筋

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合は除く。

（４）増し打ち部分の主筋の定着、重ね長さは、梁の主筋による。

（５）梁の上下の増し打ちが途中で終わる場合

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合は除く。

（４）増し打ち部分主筋の定着，重ね長さは、柱の主筋による。

（１）増し打ちコンクリートの補強は、１６．１図による。

１６．３図　梁の上下の増し打ち配筋補強（途中で終わる場合）

（６）梁の側面の増し打ちが途中で終わる場合

１６．４図　梁の側面の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

１８．１図　片持スラブ形階段配筋の定着

（２）階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に曲げ下ろす。

（１）壁配筋は、図面による。

１６．２図　梁の増し打ち補強配筋

１５．６　床版開口部の補強

１５．５　段差床版の補強

１５．４　地上部最上階の屋根床版

１５．３　片持ちスラブ出隅部の補強配筋

１５．１　一般事項

１５．２　片持スラブ

１６．１　柱

１６．２　梁

１８．１  階段の配筋要領

（１）鉄筋の継手長さは、Ｌ  とする。

（３）増し打ち部分のあばら筋の定着長さは、Ｌ  以上とする。

（２）定着長さ及び受け筋は、１５．１図による。ただし、引き通すことができない場合は、

　　 １５．２図、１５．３図により梁内に定着する。

（３）基礎梁と床版を一体打ちとしないで、打ち継ぎを設ける場合の補強は図面による。

（２）出隅受け部分(図のハッチ部分)の配筋は、図面による。

（１）出隅及び入隅部分には、１５．７図により、補強筋（溶接金網）を上端筋の下側に配筋する。

（２）陸屋根、勾配屋根共通とする。

小梁を設ける事を原則とする。

（１）開口の最大径≦７００の場合は、開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、

　　 隅角部には、斜め方向に主筋径以上の鉄筋２本を上下筋の内側に配筋する。（１５．９図）

　　 開口の最大径＞７００の場合は図面による。

（２）床版開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を

　　 避けて配筋できる場合は、補強筋を省略することができる。

Ｄ１６－３００＠以内

ａ＜７０mmの場合、補強は行わない。２００㎜＜ａの場合は、図面による。

Ｄ１６－３００＠以内

２－Ｄ１３

１
０
０
以

下

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

Ｄ１３(Ｌ≦１０００)
Ｄ１６(Ｌ＞１０００)

Ｄ１６－３００＠以内

ただし、ａ＜７０mmの場合、補強は行わない。２００㎜＜ａの場合は、図面による。

（３）増し打ち部分の帯筋の定着長さは、Ｌ  以上とする。

Ｌ

ｎ 

（    /2）本

２．柱又は梁にＬ  を定着する

受け筋（Ｄ１３）

１
０
０
以

下

一般スラブ配力筋

ＰＨ・吹抜け等

φ６＠１００（１５００角）溶接金網

梁のあばら筋

ａ

ａ

ａ

Ｌ

≧Ｌ

ａ

Ｌ

ａ

≧Ｌ

余
長

Ｌ

Ｌ≦６００

ＬＣ ：壁芯

２５ｄ

（Ｄ１３）
受け筋

Ｌ
余

長

１５．３図　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その３）

１５．１図 １５．２図

スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１） スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

Ｌ ※

Ｌ ※

ｂ※

ｂ※

同一床版に段差がある場合、１５．８図の補強を行う。ただし、Ｈ＞１５０の場合は、

（１）増し打ちコンクリートの補強は、１６．２図による。

主筋
Ｄ１６－３００＠以内

主筋
Ｄ１６－３００＠以内

３５０

２－Ｄ１３

１
０
０
以

下

１６　　柱及び梁の増し打ち要領 １８　　階段の配筋要領１５　　床の配筋要領

補強筋：Ｄ１６

出隅部分の補強筋

（注）ｂ  ≧ｂ  とする

出隅受け部分

（注）１．ｂ　≧ｂ　とする

Ｌ
ｂ
 /

2

Ｌ

ｂ

ｂ

※　Ｌ  の数値は、原則として、６．３表

の数値かつ梁幅の１/２倍以上とする。

　　　※　Ｌ  の数値は、原則として、６．３表の数値かつ梁幅の１/２倍以上とする。

出隅部分の一般スラブ配力筋補強配筋 出隅部分の主筋補強配筋

※先端の折り曲げ長さｂは、スラブ厚さ
　 よりかぶり厚さを除いた長さとする。

Ｄ※：鉄筋径は、図面による。

※：鉄筋径は、図面による

※１．帯筋と同径・同材質・同ピッチとする。

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ  、ａ  ≦２００

※１．あばら筋と同径・同材質・同ピッチとする。

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ  、ａ 　≦２００
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1

Ｌ3

b

b

b Ｌ ※b

3

b

Ｌ2

1
1

3

1

2

1 2 1 2

2

2

1 2

2

2

2

1

1 2

2

2

2

2 2

本

ｎ 

ｂ /21

1

ＡＷＳＣＪ（第５版）－１０８－００５

Ｌ2

受け筋（Ｄ１３）

Ｌ2

受け筋（Ｄ１３） Ｌ3

受け筋（Ｄ１３）

余
長

Ｌ2

Ｌ3

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ
2

Ｌ3

Ｌ3

Ｌ1

1 Ｌ1ｂ /2

ｂ /21

ｂ
2

ｂ
 /

2
1

ｂ1

Ｌ2

Ｌ2

Ｈ

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ1

ｎ 1 本
（    /2）本1ｎ 

Ｌ2

ａ

Ｌ2

2

Ｌ2 ａ1

ａ

Ｌ2
※１

主筋
Ｄ１６－３００＠以内

Ｌ2 ａ

※１

ａ

Ｌ2

※１

Ｌ2

ＣＬ

Ｌ2

Ｌ3

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

令和5年度

処理区分名

工事名

施工年度

施工箇所

図面名称

縮尺

排水区分

5魚建第1号
工事
番号

四日町第1排水区

魚沼市　四日町　地内

構造細目共通図（建築構造物）（５）

図面番号 S-5

魚沼市産業経済部建設課

課

長

係

長

審

査

調

査

設

計

測

量

四日町排水ポンプ場機械設備工事



２１．２　基礎接合部の補強

１９．１　斜め柱・斜め梁の取り合い

１９．２　梁と床版の取り合い

１９．３　円柱の取り合い

２０．２　基礎接合部の補強配筋

２１．１　杭基礎の配筋

３－Ｄ１６

梁幅

０＜Ｄ≦２００ ２００＜Ｄ≦１０００

梁幅

Ｄ：梁せい

梁

梁

梁

増し打ち補強筋

基礎梁あばら筋
と同径・同間隔

Ｄ

梁

（１）※印の鉄筋は、同径以上とし、かつダブル巻きとする。

１９．１図　斜め柱・斜め梁の取り合い配筋

１９．２図　梁と床版の取り合い配筋

（２）１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、またはダブル巻きとし＠１００以下とする。

（３）柱の取合い部における斜め梁のせん断補強筋中心間隔は、当該梁部材のせん断

　　 補強筋中心間隔ｐ以下とする。

（１）中詰めコンクリートは、基礎のコンクリートと同じ調合のコンクリートを使用する。

（２）既製コンクリート杭以外の場合は、特記による。

隅鉄筋Ｄ１６

Ｄ１３＠２００

ＨＯＯＰ

基礎梁
(図面による)

フーチング

１９．３図　円柱の取り合い配筋

２０．１　直接基礎の配筋

（１）独立基礎

基礎筋

基礎筋

ＧＬ
▽

はかま筋

Ａ部詳細

（２）連続基礎

２０．２図　連続基礎の配筋

基礎梁主筋

基礎梁あばら筋

腹筋とかねてよい

はかま筋

連続基礎配力筋

連続基礎主筋

Ａ

基礎筋 はかま筋

２０．１図　独立基礎の配筋

Ｄ
３－Ｄ１６

底版補強筋
Ｄ１３ー＠２００縦横

杭径

杭径

１５ｄ

基礎筋

Ｄ１３ー３００＠縦横

基礎筋

平面

２１．１図　杭基礎の配筋及び杭頭部の補強方法

※

１．５Ｄ ｐ ｐ ｐｐ

ｐ

ｐ
ｐ

ｐ
ｐ

ｐｐ
ｐ

※
※

※
※

３-Ｄ１９

Ｄ

１．５Ｄ

１００

梁：Ｄ

柱：Ｄ

ｐ
ｐ

ｐ

※

大梁

小梁

小梁

大梁

１．５Ｄ

ーＤ１３＠
２００

柱：Ｄ

※

－Ｄ１３＠２００

１５ｄ

円柱と梁の取り合い

増し打ち補強要領は、１６．２による。 基礎接合部の補強は、２０．２による。

１００

杭径の１．０倍

Ｌ

中詰めコンクリート

２１　　杭基礎の補強

１９　　勾配屋根の取り合い

２０　　基礎及び基礎梁の配筋

ｂ） 柱幅と斜材幅が異なるａ） 柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一

ｄ） 柱頭で斜材となる上端筋は、連続筋とする。ｃ） 柱脚で斜材となる

ｅ） 梁が斜材となる上端筋は、連続筋とする。

　　柱筋はａ），ｂ）に倣う。

ｆ） 斜め大梁に小梁が接する場合 ｇ） 大梁に斜め小梁が接する場合

３） 柱脚部の円柱と基礎との

　　取合い

１） 柱頭部で柱芯に梁が
　　取り付く場合

２） 柱頭部で柱外面に梁が
　　取り付く場合

Ｔｙｐｅ Ａ Ｔｙｐｅ Ｂ

※Ｌ  を確保できない場合は、標仕（５．３．４（ｅ）（２））によることができる。2h

2
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　 （ 計画GL=+89.900 ）　 （ 底板スラブGL=+87.710 ）

・　梁・スラブ天端は、底板スラブGL±0とする。 ・　梁・スラブ天端は、計画GL±0とする。

共通事項　特記無き限り下表による。

柱芯線図 1/50

・フープ　　　　　-D10@100

・仕口部フープ　　-D10@100

・基礎部フープ　　-D10@100

1/50 1/50 1/50 1/50

C1C1

C1 C1

C1C1

C1 C1

C1C1 C1C1 C1C1 C1C1

共通事項　特記なき限り下表による

B
X

Y

A

1

2

共通事項　特記なき限り下表による

頂版  伏図

S40

1
G
A

1G1

1
G
A

1G1

底版  伏図

X

Y

1

2

FS50

BA

FG1

F
G
A

F
G
A

FG1

コンクリート

鉄　筋

Fc=24 (N/mm  )2

使　用　材　料

X

Y

1

2

BA

主　筋：8-D16

符   号

位   置

1G1

全断面 全断面

1GA

B x D

上   筋

下   筋

腹   筋

スタラップ

符   号

位   置 全断面全断面

FG1 FGA

B x D

上   筋

下   筋

腹   筋

スタラップ

断   面

断   面

1/50大梁リスト

符　号 位　置版　厚
端　部 中　央

短辺方向 長辺方向

端　部 中　央 縦横筋 斜　筋

開口補強筋

S
上

下

上

下

スラブリスト

40 D16@200 ダブル D16@200 ダブル

FS50 500

400

D16@150 ダブル D16@150 ダブル

備　　　考

共通事項 1.特記なき限り 床開口の最大径≦700の場合は構造細目共通図による。但し、補強筋径は下表による。

BA

FG1

1G1

1通　軸組図

BA

FG1

1G1

2通　軸組図

FGA

1GA

A通　軸組図

FGA

1GA

D16 D16

D16 D16

B通　軸組図

1 2 1 2

SD295

3,820

2
,
0
2
0

2
,
0
2
0

3,820

2
,
0
2
0

3,820

5
0
0

1
,
7
9
0

4
0
0

▽計画GL+89.900

▽底板スラブGL+87.710

3,820 3,820 2,020 2,020

（1）開口の最大径＞７００の場合は下図による。

(*一辺でも７００を超える場合に適用する)

4-D※

2-D※

4-D※

スラブ開口部の補強配筋

注) ※ は、リストの鉄筋径とする。
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39)
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番号

四日町第1排水区

魚沼市　四日町　地内

1/50 図面番号 S-8

魚沼市産業経済部建設課

S=1/50

Ｄ Ｄ
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（地下タンク）
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2686

平面図

仮設土留め工参考図

仮設土留め工参考図

地下タンク

ポンプ場本体

Ｄ-Ｄ断面図
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0
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現況地下水位+87.50▽

鋼矢板Ⅲｗ型（施工済み）鋼矢板Ⅲｗ型
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2420 110 180

反力矢板

反力矢板

施工済みⅢｗ型

備    考
( 枚 )

26

本 数

+89.00

( m )

天端レベル

7.0

( m )

全長
名  称

施工済み鋼矢板一覧表

オイルタンク

サ  イ  ズ

施工済みⅢｗ反力矢板 2+89.004.0

合 計 28

鋼矢板 切断 L=3.10m

※掘削は本工事

ボーリング No1

H=88.97m

+88.27 盛土
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玉石混
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+73.88 14.09

標高

(ｍ)

層厚
状

(ｍ)

柱

図

質

地

名 0 10 4020 30 50

Ｎ値

TP+87.50▽

地下水位

66

167

188

54

56

250

214

115

214

375

75

167

107

167

3000

令和5年度 5魚建第1号

四日町排水ポンプ場機械設備工事

（施工済み）

（施工済み）

（施工済み）

（施工済み）


	01-2_設計図(建築修正版)
	01-2_設計図(建築分)

	D-1~2_特記仕様書20230707

